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 Trend Report
トレンド・リポート

六
月
二
七
日
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
マ
リ
・
ア
ル

カ
テ
ィ
リ
首
相
が
辞
任
し
た
。
四
月
末
に
始
ま
り
、

五
月
末
か
ら
急
速
に
国
内
に
広
が
っ
た
暴
動
の
責

任
を
と
っ
て
の
辞
任
で
あ
っ
た
。
二
○
○
七
年
総

選
挙
ま
で
の
暫
定
政
権
を
つ
か
さ
ど
る
後
任
に
は

ラ
モ
ス
・
ホ
ル
タ
外
務
兼
防
衛
大
臣
（
以
下
、
外

相
）
が
選
ば
れ
た
。
一
九
九
九
年
末
か
ら
の
国
連

暫
定
統
治
を
経
て
二
○
○
二
年
五
月
に
独
立
し
た

東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
、
紛
争
を
経
験
し
、
独
立
し
て

間
も
な
い
国
と
し
て
は
、
政
治
と
治
安
の
安
定
、

着
実
な
経
済
運
営
か
ら
国
連
の
国
家
建
設
支
援
の

成
功
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
今
回
の

暴
動
は
国
づ
く
り
を
支
援
し
た
関
係
各
国
・
機
関

を
も
驚
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
一

連
の
騒
乱
を
考
察
し
、
暴
動
の
発
生
と
拡
大
の
背

景
お
よ
び
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
政
権
終
焉
の
国
内
的
お

よ
び
国
際
的
要
因
を
分
析
す
る
。

●
騒
乱
の
概
要
と
背
景

「
東
部
対

西
部
」
の
構
図

ま
ず
、
今
回
の
騒
乱
の
展
開
を
概
観
し
た
い
。

四
月
末
、
首
都
デ
ィ
リ
で
は
、
三
月
初
め
に
軍
を

解
雇
さ
れ
た
兵
士
達
に
よ
る
四
○
○
名
ほ
ど
の
抗

議
デ
モ
が
続
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
デ
モ
の
五
日

目
に
政
府
が
国
軍
を
投
入
、
デ
モ
隊
側
に
六
名
の

死
者
を
出
し
た
。
治
安
不
安
が
高
ま
る
な
か
、
五

月
二
三
日
、
デ
モ
グ
ル
ー
プ
に
同
調
し
た
三
○
名

程
度
の
強
力
な
憲
兵
隊
グ
ル
ー
プ
が
行
動
を
開
始
、

政
府
軍
を
襲
撃
し
て
政
府
側
兵
士
二
名
を
死
亡
さ

せ
た
。
そ
し
て
翌
日
に
は
デ
ィ
リ
市
内
で
激
し
い

銃
撃
戦
と
な
り
、
政
府
軍
に
よ
り
丸
腰
の
警
察
官

九
名
が
射
殺
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
暴
動
が
一

気
に
デ
ィ
リ
と
そ
の
周
辺
に
拡
大
し
、
同
日
東
テ

ィ
モ
ー
ル
政
府
の
要
請
を
受
け
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
軍
の
先
遣
部
隊
が
到
着
、
二
六
日
に
政
府
か
ら

治
安
維
持
の
権
限
を
委
譲
さ
れ
る
も
、
銃
撃
戦
は

二
、
三
日
止
ま
ず
、
放
火
、
略
奪
行
為
が
続
き
、

事
態
は
無
政
府
状
態
の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
続
々
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
部
隊
が
到
着
し
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
一
カ
月
の
間
、

断
続
的
に
放
火
、
略
奪
行
為
が
続
い
た
。
こ
の
間

に
デ
ィ
リ
と
そ
の
周
辺
の
避
難
民
数
は
一
五
万
人

に
の
ぼ
り
、
六
月
末
ま
で
に
三
五
名
前
後
の
死
者

を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
暴
動
の
直
接
の
要
因
と
な
っ
た
不
満
兵
士

の
解
雇
問
題
と
は
何
か
。
解
雇
は
、
二
月
末
に
国

軍
兵
士
の
四
割
に
あ
た
る
西
部
出
身
兵
士
五
九
五

名
が
、
東
部
出
身
兵
士
に
比
べ
冷
遇
さ
れ
て
い
る

と
の
不
満
か
ら
武
器
を
持
っ
て
脱
営
、
そ
の
後
直

ち
に
、
ル
ア
ク
国
軍
司
令
官
が
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
首

相
の
承
認
を
う
け
て
脱
営
兵
全
員
に
対
し
実
施
し

た
も
の
で
あ
る
。
テ
ィ
モ
ー
ル
島
の
東
半
分
に
位

置
（
西
半
分
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
領
土
）
す
る
東
テ

ィ
モ
ー
ル
に
お
い
て
、
東
部
と
い
う
の
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
統
治
下
で
フ
ァ
リ
ン
テ
ィ
ル
（
独
立
派
ゲ

リ
ラ
）
の
拠
点
で
あ
っ
た
地
域
で
あ
り
、
東
部
出

身
の
兵
士
も
そ
の
殆
ど
が
元
ゲ
リ
ラ
で
あ
る
一
方
、

西
部
出
身
兵
士
に
は
こ
こ
五
年
で
リ
ク
ル
ー
ト
さ

れ
た
兵
士
、
地
理
的
な
要
因
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
の
関
係
が
強
い
兵
士
が
多
い
。
こ
う
い
っ
た
理

由
か
ら
、
西
部
出
身
の
兵
士
が
昇
進
等
の
待
遇
面

で
差
別
を
受
け
て
い
た
。
こ
れ
を
デ
モ
の
か
た
ち

で
訴
え
た
サ
ル
シ
ー
ニ
ャ
中
尉
を
代
表
と
す
る
西

部
出
身
兵
士
の
グ
ル
ー
プ
（「
請
願
者
」
＝peti-

tioners

と
呼
ば
れ
て
い
る
）
に
共
感
し
た
同
じ
く

西
部
出
身
の
ア
ル
フ
レ
ド
・
レ
イ
ナ
ド
少
佐
率
い

る
憲
兵
隊
グ
ル
ー
プ
が
反
乱
兵
の
中
心
と
し
て
躍

り
出
た
。
こ
こ
で
住
民
も
、
こ
れ
ま
で
顕
在
化
す

る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
東
部
対
西
部
」
と
い
う
兵

士
が
持
ち
出
し
た
対
立
構
図
に
の
っ
か
り
、
互
い

に
家
の
焼
き
討
ち
な
ど
を
行
っ
た
。
レ
イ
ナ
ド
少

東
テ
ィ
モ
ー
ル
情
勢
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佐
の
当
初
の
要
求
は
、
政
府
が
兵
士
解
雇
問
題
に

対
し
真
摯
に
対
応
す
る
こ
と
及
び
デ
モ
隊
射
殺
事

件
の
責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
間

も
な
く
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
の
辞
任
要
求
に
移
っ
て
い

っ
た
。
こ
れ
に
同
調
す
る
か
の
よ
う
に
住
民
の
ア

ル
カ
テ
ィ
リ
辞
任
要
求
も
高
ま
っ
て
ゆ
き
、
失
業

中
の
若
者
な
ど
が
そ
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

爆
発
さ
せ
た
か
の
よ
う
に
暴
れ
ま
わ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

●
国
軍
と
警
察
の
対
立

な
ぜ
国
軍
は
こ
の
よ
う
に
分
裂
し
て
し
ま
っ
た

の
か
。
ま
た
、
国
家
警
察
は
何
を
し
て
い
た
の
か
。

一
九
九
九
年
末
に
始
ま
っ
た
国
連
暫
定
統
治
に
お

い
て
、
国
連
と
援
助
国
は
、
国
家
建
設
の
中
で
国

軍
と
警
察
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
問
題
に

関
し
、
治
安
の
要
は
警
察
で
あ
る
と
し
て
警
察
組

織
の
育
成
と
警
察
官
の
訓
練
に
多
大
な
資
金
と
人

力
を
注
い
だ
一
方
、
国
軍
に
対
し
て
は
明
確
な
目

的
を
見
出
せ
ず
対
応
に
苦
慮
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

国
軍
を
持
た
な
い
と
い
っ
た
選
択
肢
も
含
め
た
様

々
な
議
論
を
経
た
後
、
二
○
○
一
年
二
月
に
現
在

の
国
軍
（
フ
ァ
リ
ン
テ
ィ
ル
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
国

防
軍
＝F-FD

TL

）
を
約
一
三
○
○
名
の
元
ゲ
リ

ラ
の
半
数
を
選
抜
し
て
結
成
し
、
そ
の
後
に
新
規

リ
ク
ル
ー
ト
に
よ
り
約
一
五
○
○
名
（
別
に
予
備

兵
一
五
○
○
名
）
に
増
や
し
て
い
っ
た
。
国
軍
問

題
と
は
、
当
初
は
元
ゲ
リ
ラ
を
ど
の
よ
う
に
国
家

に
奉
仕
す
る
軍
隊
に
転
換
さ
せ
る
か
、
そ
し
て
自

ら
を
独
立
の
最
大
の
功
労
者
と
自
負
す
る
ベ
テ
ラ

ン
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
ゆ
く
か
の
二
つ
で

あ
っ
た
。

こ
こ
で
問
題
を
複
雑
に
し
た
の
が
、
国
軍
と
警

察
の
対
立
で
あ
る
。
国
連
暫
定
政
府
は
、
警
察
に

対
し
前
述
し
た
よ
う
な
手
厚
い
対
応
を
し
た
だ
け

で
な
く
、
元
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
治
安
関
係
者
を
中
心

に
組
織
を
構
成
し
、
こ
れ
が
国
軍
の
嫉
妬
と
不
満

を
一
気
に
高
め
た
。
さ
ら
に
、
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
首

相
の
腹
心
の
ロ
ゲ
リ
オ
・
ロ
バ
ト
内
務
大
臣
が
警

察
を
政
治
の
道
具
と
し
て
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、

私
的
な
特
殊
部
隊
を
持
つ
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
こ

で
、
国
軍
は
、
自
分
た
ち
の
こ
と
を
理
解
し
て
く

れ
る
の
は
元
フ
ァ
リ
ン
テ
ィ
ル
総
司
令
官
で
あ
る

グ
ス
マ
ン
大
統
領
で
あ
る
と
期
待
を
抱
き
、
当
初
、

国
軍
は
大
統
領
に
忠
誠
を
誓
っ
て
い
た
が
、
金
も

権
限
も
無
い
と
い
う
理
由
で
何
も
し
て
く
れ
な
い

大
統
領
に
幻
滅
し
、
首
相
サ
イ
ド
に
な
び
く
者
が

増
え
た
。
ル
ア
ク
国
軍
司
令
官
が
そ
の
筆
頭
で
あ

る
。
国
軍
司
令
官
が
大
統
領
に
忠
誠
を
持
た
な
い

と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
三
月

の
脱
営
兵
の
解
雇
も
騒
動
の
発
端
と
な
っ
た
四
月

二
八
日
の
デ
モ
隊
に
対
す
る
国
軍
投
入
も
、
グ
ス

マ
ン
大
統
領
を
通
す
こ
と
な
く
、
ア
ル
カ
テ
ィ
リ

首
相
と
ル
ア
ク
司
令
官
の
み
で
決
定
さ
れ
る
と
い

う
事
態
と
な
っ
た
。
な
お
、
警
察
も
決
し
て
政
府

に
忠
実
で
も
一
枚
岩
で
も
な
く
、
今
回
の
暴
動
で

は
長
官
が
早
々
と
雲
隠
れ
し
、
西
部
出
身
の
警
察

官
は
反
乱
兵
士
側
に
加
わ
り
、
暴
動
が
広
が
っ
て

四
日
目
ま
で
に
事
実
上
解
体
し
て
し
ま
っ
た
。

●
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
首
相
の
辞
任

そ
れ
で
は
、
何
故
事
態
は
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
首
相

の
辞
任
に
ま
で
発
展
し
た
の
か
。
そ
れ
を
理
解
す

る
に
は
、
グ
ス
マ
ン
大
統
領
と
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
首

相
の
関
係
と
後
者
の
政
治
運
営
を
見
れ
ば
よ
い
。

東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
憲
法
上
、
大
統
領
は
名
誉
職

的
な
も
の
で
あ
り
、
政
権
の
実
権
は
首
相
が
握
っ

て
い
る
。
グ
ス
マ
ン
は
、
権
力
維
持
に
全
く
と
い

っ
て
い
い
ほ
ど
関
心
を
示
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、

独
立
闘
争
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
国
民
に
敬
愛
さ
れ
、

国
を
一
つ
に
団
結
さ
せ
う
る
存
在
と
し
て
彼
に
比

す
る
人
物
は
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

対
外
的
に
は
、
ラ
モ
ス
・
ホ
ル
タ
外
相
と
並
ん
で
、

柔
軟
で
協
調
的
で
あ
り
、
隣
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

の
関
係
に
お
い
て
も
過
去
の
人
権
問
題
等
の
追
及

よ
り
も
友
好
を
優
先
さ
せ
る
姿
勢
を
示
し
て
き
た
。

他
方
、
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
首
相
は
、
現
在
与
党
の
フ

レ
テ
リ
ン
の
創
設
（
一
九
七
四
年
）
者
の
一
人
で
、

一
九
七
六
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
よ
る
東
テ
ィ
モ

ー
ル
併
合
以
降
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
と
同
じ
ポ
ル

ト
ガ
ル
旧
植
民
地
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
を
拠
点
に
東

テ
ィ
モ
ー
ル
独
立
運
動
を
推
し
進
め
、
一
九
九
九

年
に
帰
国
し
た
。
イ
エ
メ
ン
出
身
の
家
系
で
、
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
（
総
人
口
の
四

％
）
で
あ
る
が
、
二
○
○
一
年
の
総
選
挙
で
圧
勝

し
た
政
党
フ
レ
テ
リ
ン
に
指
名
さ
れ
首
相
と
な
っ

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
石
油
利
権
を
巡
る
テ

ィ
モ
ー
ル
海
線
引
き
交
渉
で
見
せ
た
タ
フ
な
交
渉

ぶ
り
や
行
政
能
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
他

方
、
そ
の
政
治
手
法
は
権
威
主
義
的
、
あ
る
い
は

独
裁
的
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
大
統
領
と

首
相
の
そ
り
が
合
わ
な
い
の
は
明
白
で
あ
り
、
実

際
、
両
者
の
確
執
も
こ
れ
ま
で
メ
デ
ィ
ア
で
頻
繁
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に
報
じ
ら
れ
、
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る
。

実
の
と
こ
ろ
、
国
内
に
お
け
る
ア
ル
カ
テ
ィ
リ

批
判
は
、
暴
動
が
起
こ
る
前
に
も
、
西
部
出
身
兵

士
の
み
な
ら
ず
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
メ
デ
ィ
ア
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
一
般
市
民
、
そ
し
て
フ
レ
テ
リ
ン
内
部

で
も
広
が
っ
て
い
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
ア

ル
カ
テ
ィ
リ
と
教
会
の
関
係
は
元
来
悪
く
、
例
え

ば
昨
年
、
公
立
学
校
で
必
修
と
な
っ
て
い
る
宗
教

教
育
を
選
択
性
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
、
三
週

間
に
も
わ
た
る
教
会
の
抗
議
デ
モ
が
起
き
、
数
千

人
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
や
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

一
般
市
民
の
批
判
は
、
主
に
首
相
の
縁
故
主
義
、

汚
職
疑
惑
、「
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
マ
フ
ィ
ア
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
帰
国
組
の
、
中
で

も
黒
い
噂
の
耐
え
な
い
ロ
バ
ト
内
務
大
臣
の
重
用
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
教
育
の
「
押
し
付
け
」、
政
府
に

批
判
的
な
メ
デ
ィ
ア
へ
の
締
め
付
け
な
ど
に
向
け

ら
れ
た
。
フ
レ
テ
リ
ン
内
で
は
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
の

支
持
基
盤
は
厚
い
が
、
そ
れ
は
畏
れ
の
対
象
で
あ

る
か
ら
と
も
言
え
る
。
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
っ
た

の
が
、
五
月
一
七
〜
一
九
日
に
行
わ
れ
た
与
党
フ

レ
テ
リ
ン
党
大
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
会
で
行
わ

れ
た
書
記
長
選
挙
で
は
、
政
党
法
に
基
づ
く
無
記

名
投
票
を
止
め
、
挙
手
に
よ
る
投
票
を
採
用
、
ア

ル
カ
テ
ィ
リ
が
圧
勝
で
再
選
を
果
た
し
た
。
こ
れ

に
は
、
首
相
の
対
抗
馬
で
投
票
日
前
日
に
抗
議
の

辞
退
を
し
た
グ
タ
レ
ス
駐
米
・
国
連
大
使
の
み
な

ら
ず
、
グ
タ
レ
ス
大
使
の
後
見
役
の
ラ
モ
ス
・
ホ

ル
タ
外
相
、
グ
ス
マ
ン
大
統
領
、
不
満
兵
士
、
野

党
、
市
民
社
会
組
織
も
怒
り
を
示
し
、
こ
の
党
大

会
の
や
り
方
と
そ
の
結
果
こ
そ
が
四
日
後
に
始
ま

る
暴
動
の
主
因
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

●
国
外
か
ら
の
力

ま
た
、
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
退
陣
の
過
程
に
は
外
国

の
力
も
働
い
て
い
た
。
今
回
の
一
連
の
騒
乱
に
対

し
、
国
際
社
会
の
中
で
も
際
立
っ
た
対
応
を
示
し

た
の
は
隣
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
る
。
暴
動
が

始
ま
っ
た
翌
日
に
先
遣
隊
を
派
兵
、
そ
の
二
日
後

に
は
同
軍
が
東
テ
ィ
モ
ー
ル
よ
り
治
安
回
復
の
指

揮
を
と
り
、
二
○
○
○
名
の
兵
士
に
加
え
七
○
名

の
警
察
官
を
展
開
さ
せ
て
き
た
。
ま
た
三
○
○
万

ド
ル
の
支
援
も
即
座
に
決
め
た
。
そ
し
て
今
回
の

ア
ル
カ
テ
ィ
リ
の
辞
任
劇
に
お
い
て
は
、
何
と
い

っ
て
も
同
国
の
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
が
傑
出
し
て
い

た
。
実
質
的
に
、
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
辞
任
を
決
定
付

け
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
営
放
送
Ａ
Ｂ

Ｃ
の
人
気
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
「
フ
ォ
ー
・

コ
ー
ナ
ー
ズ
」
の
中
の
あ
る
証
言
だ
と
言
え
る
。

こ
の
番
組
の
中
で
「
ラ
イ
ロ
ス
」
と
名
乗
る
フ
レ

テ
リ
ン
の
傭
兵
隊
の
司
令
官
が
、
ロ
バ
ト
内
務
大

臣
に
政
敵
の
暗
殺
目
的
で
警
察
の
武
器
を
渡
さ
れ

た
こ
と
、
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
も
そ
れ
を
承
知
し
て
い

た
こ
と
が
暴
露
さ
れ
た
。
グ
ス
マ
ン
が
ア
ル
カ
テ

ィ
リ
に
宛
て
た
六
月
二
二
日
付
の
辞
任
要
求
書
簡

に
は
こ
の
ビ
デ
オ
の
コ
ピ
ー
が
付
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
首
相
辞
任
を
決
定
付
け
た
。
ア
ル
カ
テ
ィ

リ
は
依
然
と
し
て
疑
惑
を
否
認
し
て
い
る
が
、
ロ

バ
ト
は
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
騒
乱
を

通
じ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
紙
は
他
の
欧
米

報
道
機
関
よ
り
も
遥
か
に
詳
細
に
ア
ル
カ
テ
ィ
リ

政
権
の
問
題
点
、
暴
動
の
状
況
、
反
乱
兵
士
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
等
詳
細
な
レ
ポ
ー
ト
を
流
し
、
東
テ

ィ
モ
ー
ル
の
危
機
的
状
況
を
、
国
際
社
会
は
も
と

よ
り
、
グ
ス
マ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
指
導
層

に
も
広
く
知
ら
せ
た
。

表
向
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
内
政
干
渉

的
な
発
言
や
行
動
を
控
え
て
い
た
が
、
ハ
ワ
ー
ド

政
権
が
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
辞
任
へ
の
流
れ
を
間
接
的

に
後
押
し
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ハ
ワ
ー
ド

首
相
自
身
も
暴
動
が
始
ま
っ
て
間
も
な
く
、「
国

内
的
に
か
な
り
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
が
あ
る
」
と

発
言
し
、
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
政
権
を
暗
に
批
判
し
た
。

ア
ル
カ
テ
ィ
リ
も
今
回
の
騒
乱
の
裏
に
は
自
分
を

嫌
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
陰
謀
が
あ
る
と
応
戦
し

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
以
前
か
ら
テ
ィ
モ

ー
ル
海
領
海
交
渉
に
お
け
る
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
の
全

く
譲
ら
な
い
姿
勢
に
は
辟
易
し
て
お
り
、
加
え
て

東
テ
ィ
モ
ー
ル
政
府
が
ペ
ト
ロ
・
チ
ャ
イ
ナ
社
と

石
油
開
発
計
画
を
結
ん
だ
こ
と
や
、
中
国
企
業
が

近
日
中
に
デ
ィ
リ
に
石
油
精
製
工
場
を
建
て
る
契

約
を
知
ら
さ
れ
、
憤
慨
し
て
い
た
。
ま
た
、
ア
ル
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カ
テ
ィ
リ
は
、
昨
年
キ
ュ
ー
バ
を
訪
問
し
、
キ
ュ

ー
バ
政
府
に
よ
る
医
療
分
野
で
の
協
力
、
医
学
生

の
派
遣
、
キ
ュ
ー
バ
人
医
師
団
の
受
け
入
れ
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
先
述
の
フ
レ
テ
リ
ン
党
大
会
に
中

国
、
キ
ュ
ー
バ
そ
れ
ぞ
れ
の
共
産
党
幹
部
を
招
い

た
こ
と
は
豪
州
の
み
な
ら
ず
米
国
も
眉
を
ひ
そ
め

た
。さ

ら
に
反
乱
の
中
心
人
物
で
あ
る
レ
イ
ナ
ド
少

佐
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
接
点
や
、
彼
の
突
然
の

表
舞
台
へ
の
登
場
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
及
び
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
政
府
の
彼
へ
の
手
厚
い
扱
い
が
注
目
さ

れ
る
。
レ
イ
ナ
ド
少
佐
は
、
幼
少
の
こ
ろ
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
軍
に
誘
拐
さ
れ
て
使
い
走
り
と
し
て
働

か
さ
れ
た
の
ち
海
外
へ
逃
亡
、
一
九
九
九
年
の
住

民
投
票
の
際
に
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
戻
る
ま
で
は
九

年
間
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
造
船
所
で
働
き
、
一

時
キ
ャ
ン
ベ
ラ
の
防
衛
学
校
に
も
通
い
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
軍
関
係
者
に
は
よ
く
知
ら
れ
た
人
物

で
あ
る
。
反
乱
蜂
起
後
も
テ
レ
ビ
・
電
話
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
も
積
極
的
に
登
場
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
を
提
供
さ
れ
、
象
徴
的

に
武
器
を
引
き
渡
し
た
後
も
逮
捕
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
レ
イ
ナ
ド
少
佐
の
他
に
、
先
述
し
た
よ
う

に
ラ
イ
ロ
ス
と
い
う
フ
レ
テ
リ
ン
の
リ
キ
サ
県
代

表
が
、
突
然
Ａ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
で
暗
殺
部
隊
の
司
令

官
と
し
て
暴
露
証
言
し
た
の
も
謎
が
深
い
。
他
に

も
、
暴
動
前
後
に
与
野
党
政
治
家
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
の
行
き
来
が
頻
繁
に
あ
っ
た
の
も
不
思
議

で
あ
る
。
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
首
相
辞
任
劇
に
お
け
る

同
国
の
役
割
を
よ
り
明
確
に
す
る
に
は
、
両
国
間

の
政
界
、
軍
・
警
察
・
個
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
深
い
理
解
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

最
後
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
役
割
を
見
落
と
し
て

は
な
ら
な
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
暴
動
が
始

ま
っ
た
当
初
よ
り
、
余
計
な
憶
測
を
呼
び
た
く
な

い
と
し
て
治
安
部
隊
の
派
遣
は
も
と
よ
り
距
離
を

置
く
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
一
九
九
九
年
の

住
民
投
票
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
治
安
介
入
の

際
の
よ
う
に
同
国
の
介
入
に
対
す
る
国
を
挙
げ
て

の
批
判
は
全
く
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
行
動
に
大
き
な
自
由
を
与
え
た
。
ま
た
、

ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
は
、
暴
動
の
背
後
に
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
併
合
民
兵
が
い
る
と
い
っ
た
趣
旨
の
ア
ル

カ
テ
ィ
リ
の
発
言
に
対
し
、
す
ば
や
く
否
定
、
批

判
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で

あ
り
な
が
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
友
好
的
で
な
い
ア

ル
カ
テ
ィ
リ
を
好
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

●
ラ
モ
ス
・
ホ
ル
タ
新
政
権
の
前
途

ア
ル
カ
テ
ィ
リ
は
最
終
的
に
は
五
月
二
二
日
の

「
首
相
が
辞
め
な
け
れ
ば
自
分
が
辞
め
る
」
と
訴

え
た
グ
ス
マ
ン
大
統
領
の
辞
任
要
求
を
受
け
入
れ

る
か
た
ち
で
辞
任
し
た
。
グ
ス
マ
ン
の
辞
任
の
意

思
が
本
気
で
あ
る
こ
と
、
国
際
社
会
が
自
分
に
批

判
的
で
、
も
う
こ
れ
以
上
抵
抗
で
き
な
い
こ
と
を

自
覚
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
フ
レ
テ
リ
ン
も
、

同
日
に
辞
任
反
対
表
明
を
出
し
た
も
の
の
、
内
部

で
は
辞
任
以
外
に
打
開
策
は
な
い
と
の
声
も
高
ま

っ
て
い
た
。

二
六
日
の
辞
任
後
、
フ
レ
テ
リ
ン
と
の
協
議
を

通
じ
、
最
終
的
に
は
グ
ス
マ
ン
大
統
領
が
ラ
モ
ス

・
ホ
ル
タ
外
相
を
次
期
首
相
に
指
名
、
七
月
一
二

日
に
暫
定
政
権
が
発
足
し
た
。
そ
の
日
和
見
的
な

発
言
・
行
動
を
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
ラ
モ
ス

・
ホ
ル
タ
で
あ
る
が
、
一
九
九
六
年
の
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
受
賞
で
得
た
知
名
度
と
傑
出
し
た
外
交
能

力
は
強
み
で
あ
り
、
国
内
で
も
比
較
的
人
気
が
高

い
こ
と
か
ら
、
事
態
収
拾
に
は
適
切
な
選
択
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
ラ
モ
ス
・
ホ
ル
タ
は
首
相
就

任
後
、
信
頼
の
回
復
、
経
済
支
援
を
求
め
て
早
速

得
意
の
外
交
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
今
後
、
最
大
の
難
関
は
国
内
の
各

勢
力
の
と
り
ま
と
め
で
あ
る
。
依
然
と
し
て
ア
ル

カ
テ
ィ
リ
を
書
記
長
と
し
、
国
内
で
広
い
支
持
ベ

ー
ス
を
も
つ
フ
レ
テ
リ
ン
、
お
よ
び
二
○
○
七
年

の
総
選
挙
・
大
統
領
選
挙
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
が

独
自
の
利
権
と
野
心
を
持
つ
反
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
勢

力
（
中
に
は
ギ
ャ
ン
グ
集
団
さ
え
あ
る
）
に
ど
う

対
応
す
る
か
と
い
う
難
題
が
あ
る
。
国
軍
・
警
察

の
再
構
築
も
急
務
で
あ
る
。
今
回
の
危
機
の
際
に

み
せ
た
よ
う
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
過
大
な
依

存
も
政
治
的
リ
ス
ク
が
か
な
り
大
き
い
。
ラ
モ
ス

・
ホ
ル
タ
政
権
の
前
途
は
相
当
に
多
難
で
あ
ろ
う
。

（
み 

ず
の

く
み
こ
／
カ
ン
デ
ィ
ダ
ッ
ト
財
団

客
員
研
究
員
）


